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千代見草（ちよみ草･千世み草）（女筆）【判型】大本3巻3冊。原寸縦279粍。【作者】長谷川妙躰（筆海子）書。【年代等】享保18年1月刊。［京都］菊屋喜兵衛ほか板。【備考】分類「往来物」。散らし書きの四季消息文を集めた女筆手本（大字・無訓）。春から冬にかけての文章を上・中・下巻の順に載せ、上巻は春の若菜を頂いた礼状や初午・更衣・競馬に関する手紙8通、中巻は来賓の間をとりもつことを願う文や蛍見物・祇園会・秋の景色などを題材にした8通、下巻は出立する人への餞別の手紙を始め秋～冬の手紙と出産・参宮の祝儀状など7通を収録。また、中巻末尾に詩歌数編を載せる。各巻見返に、和歌を散らした女性風俗図を付す。「享保14年書目」に本書の書名が見えるため、初刊年代はさらに早いか。◎禁無断転載・複製
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